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写真1 1970年 代 か ら農村 地帯 の土 地が 区画化 され 、
農民住 宅 も1列 に並ぶ よ うに な った。
写真2 人 ロ増 によ る農民住 宅 の高 層化 が1980年 代 か ら始 まった 。
3
写真370年 代 の 平屋 と、80年 代 の2階 建て と、
90年 代 以後 の3、4階 建 てが共存 す る 。
写真4異 なる年代の3種 類の農民住宅がはっきり見える。
一4一
写真5典 型 的 な中国 東南 地域 の農村 住宅 風 景 。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1日 本 農村 農 家兼業 率 と農外 所 得率 の変 動1884～2005年
(単位:万 戸 、%)1
年期 農家総戸数 兼業農家数 兼業率 農家農外所得率
1884 341.9 86.3 25.24
1903 515.8 157.3 30.50
1912 552.1 175.8 31.84
1926 555.8 165.5 29.79 18.88
1936 559.8 142.1 25.38 17.14
1946 569.8 264.2 46.37 11.80
1950 598.4 309.0 51.16 31.71
1955 604.3 393.8 65.17 28.62
1960 598.5 413.2 69.04 46.71
1965 557.6 442.8 79.41 52.00
1970 534.2 451.1 84.45 63.54
1975 495.3 433.7 87.56 66.43
1980 466.1 403.3 86.53 78.91
1985 437.6 375.0 85.70 80.63
1990 383.5 336.2 87.67 82.38
1995 344.4 276.6 80.31 79.1
2000 312.0 269.4 86.35 82.11
2005 283.8 239.6 84.43 79.67(04)
1資 料 出所:東 洋経 済新報 社 『昭 和 国勢総 覧』
、農林 省 『農 家経 済調 査報 告』、
加 用信 文 『農業 基 礎 統計 』。2000,2005は 農 業 サ イエ ンス、 農林 省 『農業
経 営動 向統 計』 に よる。 農外 所 得率 は農 外所 得/農 家所 得 ×100%で2000
年 度後 、販 売農 家 の数字 。
一16一
表2中 国の農 村工業 化 指標1950～2005年(単 位:万 人 、%)













1975 79014 306389(78) 2128(78) 10.29(78) 7.6(78)
1980 79565 31836 2028 11.00 10.1
1985 80757 37056 6714 18.12 24.7
1990 84138 47708 14372 20.65 29.6
1995 85947 49025 16690 34.04 37.19 32.6
2000 80837 48934 16136 32.98 47.1
2002 78241 48960 16969 34.66 49.8
2004 94253.7 49695.3 19099.3 38.43 52.39
デ ー タ出所:『 中国統計 年鑑 』お よび学者 の推 計 に よる算 出




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1960 219.032 66.068 24.679 44.971 60.942 3.566
1965 443 97.5 54.4 111.4 150.4 8.0
1970 972.3 160.5 119.3 269.2 356.7 14.3 13.3
1975 2457.0 315.3 218.9 697.2 1019.3 18.7 32.0
1980 3829.2 424.3 283.2 1093.7 1710.3 22.1 28.2
1985 4718.9 398.2 267.9 1346.2 2126.4 13.7 28.1
















職員俸給 出稼 ぎ 他出送金
1960 222.598 29.68 11.09 20.20 27.38 1.6
1965 451 21.62 12.06 24.71 33.35 1.77
1970 999.9 16.05 11.93 26.92 35.67 1.43 1.33
1975 2507.7 12.57 8.73 27.80 40.65 0.75 1.28
1980 3879.5 10.94 7.30 28.19 44.09 0.57 0.73
1985 4760.7 8.36 5.63 28.28 44.67 0.29 0.59






































































































































































































































































































































































































































































































































表5農 家 兼業 形態 別人 数1960～1990年(1戸 当た り)
年次 自家農業 自営兼業 職員勤務 恒常賃労働 臨時賃労働 出 稼 ぎ
1960 2.08 0.11 0.23 0.29 0.15 0.28
1965 1.69 0.72 0.31 0.37 0.21 o.ls
1970 1.44 o.lo 0.38 0.44 0.30 0.10
1975 1.23 o.os 0.47 0.52 0.25
1980 1.07 0ユ0 0.56 0.54 0.25
1985 1.03 0.09 0.57 0.54 0.23
1990 0.94 0.09 0.59 0.53 0.22
出所=農 林水産省統計情報部 『農業調査報告書』により整理
表6兼 業形態別人数比重1950～2005年(%)
年次 兼業労働力 自営兼業 職員勤務 恒常賃労働 臨時賃労働 出稼ぎ
1960 1.06(100) 10.38 21.70 27.36 14.15 26.42
1965 1.77(100) 40.67 17.51 20.90 11.86 9.04
1970 1.25(100) 8.00 30.40 35.20 24.00 8.00
1975 1.32(100) 7.58 35.61 39.39 18.94
1980 1.45(100) 6.90 38.62 37.24 17.24
1985 1.43(100) 6.29 39.86 37.76 16.08


















10.6 23.2 32.1 6.5 8.8 6.8 9.4
男子
跡継ぎ
5.3 15.1 36.7 11.5 10.3 7.5 12.6
女子新
卒以外
3.4 7.5 44.7 17.7 6.6 15.4 4.3
1970 男子
世帯主
6.5 28.7 37.7 6.6 5.9 6.1 8.1
男子
跡継ぎ
3.0 12.7 38.7 14.2 12.9 8.0 10.6
女子新
卒以外
1.6 4.9 58.5 12.7 5.6 13.3 3.3
1975 男子
世帯主
6.8 47.0 18.8 6.1 6.1 9.2 6.3
男子
跡継ぎ
2.0 20.8 27.4 15.5 14.1 9.5 11.1
女子新
卒以外
3.2 10.9 44.1 14.9 4.6 19.3 2.8
1980 男子
世帯主
6.0 48.4 19.7 3.7 6.9 10.0 5.3
男子
跡継ぎ
1.9 17.1 27.1 18.5 12.4 12.6 10.4
女子新
卒以外
1.8 11.0 38.5 17.7 5.4 21.7 3.9
出所 『農家就業動向調査』による
一23一
表81960年 産 業別 労賃 俸給 送金 額(5781戸 農 家調 査)
(1戸 当 り平均 、現 金)
と自営収入




農林水 8839 554 24 613 10030 26332.65 36362.6
産業 (7.48) (林水) (19.05)
鉱 業 177 1039 732 15 1963 25741.65 149021.65
(1.46)
(商工 鉱) (7s.07)
建設業 11071 4985 375 681 17112
(12.76)
製造業 1766 23225 6775 694 32460
(24.20)
交通通 453 7407 11010 286 19156
信など (14.28)
商業 、 1212 4976 4757 376 11321




教 育 、 373 2775 37239 881 41268
公 務 、 (30.76)
団体
など
その他 788 10 30 20 848 4678.11 5526.11
(0.63) (雑収入) (2.9)
計(%) 24679 44971 60942 3566 134158 56721 190879




産 業 職 員 恒常賃労働 臨時賃労働 自 営 合 計 %
農林水 17331 78541 142684 846898 1085454 16.78
鉱業 5988 49988 903154 49.84
建設業 33186 116669
製造業 128706 813923






公務 258419 29996 33063 321478 4.97
その他 15572 73498 232310 1510138 1831518 28.32
合計 1155028 1645005 1311205 2357036 6468274 100%
% 17.86 25.43 20.27 36.43 100
出所:農 林省統 計調査部 『1960年世界農林業 セ ンサス農家調 査』に よ り整理













1978 133.57 66.08 26.80 7.13 84.95 7.92 o.oo
1980 191.33 55.60 32.69 11.71 78.20 10.09 o.oo
1985 397.60 18.04 74.44 8.14 75.00 7.41 10.05
1990 686.31 20.22 75.56 4.22 74.44 10.30 11.05
1995 1577.74 22.42 71.36 6.23 63.16 18.21 12.41
2000 2253.42 31.16 63.34 5.50 50.42 26.55 17.54











































































































































































































































































































































































































































1980 85.44 4.59 9.98
1985 86.39 5.98 7.63
1990 85.85 6.21 7.94
1995 83.2? 5.96 10.76
2000 76.42 6.96 16.62














1983 34690 91.2 8.8 2.52 1.39 0.46 0.59
1985 37065 81.9 18.9 7.40 3.05 1.17 1.25
1990 42010 79.4 20.6 7.69 3.63 1.51 1.65
1995 45042 71.s 28.2 8.82 4.89 2.18 2.60
2000 47962 68.4 31.6 8.57 5.61 2.44 3.65























































































































































































































































































































































































































































































































年次 総 数(万 人) 製造業(万 人) 建築業(万 人)
1958 19.46 3.59 5.86
1960 17.48 4.16 6.64
1965 23.02 5.84 12.33
1970 29.15 9.37 16.37
1972 34ユ9 7.67 22.89
1975 19.04 3.95 13.29
1980 13.32 2.75 9.18
1985 8.94 1.79 6.07
1988 7.00 1.37 4.91
出所 『完結版昭和国勢総覧』第1卷 第179ページ農家の出稼者数
表14中 国農村 の 出稼 ぎ人口1955～2004年(万 人)







1985 84420 37065 1350(87) 3.64
1990 89590 42010 4710 11.21
1995 91675 45042 5139.6(94) 11.41
2000 92820 47962 9000 18.77
2002 93503 48527 9414.24〈 注1> 19.4
2004 94253.7 49695.3 9900 19.92
デ ー タ出所:『 中 国統計 年鑑 』 お よび学者 推計 によ る算 出











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表15中 国郷鎮企業組織別統計(単 位 万個%)
年次 合 計 郷 鎮 村 共 同 個 人
1970 4.74
1975 7.74
1978 152.40 32.00 120.40
1980 142.46
1ss4 606.52 40.15(6.7) 146.15(24.1) 90.63(14.9) 329.59(54.3)
1985 1222.45 41.95 143.04 112.11 925.35
1988 1888.17 42.35 116.65 119.99 1609.18
1989 1869.0 40.6(2.2) 113.0(6.0) 106.9(5.2) 1608.5(86.1)





年 次 合 計 郷 鎮 村 共 同 個 人
1978 2827
1984 5208 1879 2103 524 702
1985 6979 2111 2215 771 1881
1990 9264 2384(25.5) 2337(24.9) 884(9.4) 3763(40.2)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本研 究 とい う仕 事 を始 め てか ら、多 くはあ りませ んが 、5、6回
は 日本 を訪れ ま した。 しか しそ れ はほ とん どが 東京 お よ びその周 辺地
で した。 以前 か ら一度 は 関西 に も来 たい と思 ってお りま した。今 回、
京都 の国 際 日本 文化 研 究 セ ンター に外 国 人研究 員 と して 就任 し、 この
願 いがや っ と実 現 で き ま した。
京都 は 日本 の千年 の 古都 で、伝 統文 化 の シ ンボ ルの地 で もあ ります 。
国際 日本 文化研 究 セ ン ター もまた この伝統 文化 を研 究す る専 門 の機 関
です。 ここで の!年 間 、た っぷ り日本 文化 の 中に浸 か って いた と感 じ
ま した。 中根千 枝先 生 の文章 の 中 に紹 介 され た、あ る フ ラ ンス人記 者
が東京 訪 問か ら帰 国す る と き言 ったせ りふ 「東京 には 日本が な い」 を
よ く理 解 で きま した。
日文研 に来て 一番 印象 深 かっ たの は、 こ この研 究者 は 自分 の研究 に
没頭す る だけで は な く、積 極 的 に 自分 の研 究成果 を社 会 に還 元 させ て
い るこ とで した 。先 生 た ちはほ ぼ1年 に1冊 ほ どの頻 度 で著作 を出版
す る と同時 にテ レビ、新 聞 な どで もい ろ いろ活躍 してい ます 。 また学
術 講演 会、市 民 講座 な どの形 で研 究成 果 を社 会 に紹介 した り、地域 の
小 中学校 の教 育 支援 な ど通 して地域 社 会 に も奉仕 した りして い ま した 。
私 も幸 い に滞 在 中 この よ うな計画 に参加 で き、小 学校 の授 業 に も行 き
ま した し、今 回 の よ うに市 民 講座 で も発 表 で きま した。帰 国 した らこ
この先生 方 の よう に積 極 的 に社 会 に奉仕 しなけれ ば、 と思 い ま した。
日文研 は、 わ れわ れ外 国人研 究 員 にす ぐれた研 究 と交流 の機 会 を与
えて くれ ま した。 帰 国す る前 に、 まず私 の カウ ン ター パ ー トの 白幡 先
生 に心 か ら感 謝 の意 を表 します。先 生 は普段 お忙 しい に もか かわ らず
よ くお付 き合 い して いた だ きま した。 除夜 の鐘つ きな どの伝統 行事 に
誘 って くだ さっ た り、 自 ら運転 して農村 調査 に連 れて 行 って くだ さっ
た りして本 当に あ りが と うござい ま した。研究 協力 課の 奥野 さん、佐 々
木 さん、 図書館 、 情報 課 の方 々、 コモ ンル ームの方 々 もいつ もい ろい




屆 年 月 日 発 表 者.テ ー マ 丶
KIMU輊ang




カ ー ル ・ モ ス ク
9.11.11 CarlMOSK(ヴ ィクトリア大学教授 ・日文研客員教授)
OI (1997)





パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ン
「日本および日本人一外か らのまなざし」












GAO.iceR輝 寞(山 東 大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)
「中世禅林の異端者一一休宗純とその文学」
シュテフ ァン・カ イ ザ ー
105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大 学 教 授)
「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見 る日本文化の特性」




















丘 培培(バ ッサー大学助教授 ・日文研来訪研究員)
「なぜ荘子の胡蝶 は俳諧の世界に飛ぶのか
一 詩 的 イ メ ー ジ と して の典 故一 」
10.9.8
ネリ ー ルブ ル ー ノ・
BrunoRHYNER(チ ュ ー リ ッ ヒ大 学 講 師 ・ユ ン グ派 精神 分 析
110 家 ・日文研客員助教授)
「日本の教育がかかえる問題点」




(カ イ ロ大 学 講 師 ・日文 研 客 員 助 教 授)
「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」




(モ ナ シュ大 学助 教 授 ・日文研 客 員助 教 授)
「『道行 き』と日本文化一芸能を中心に」












「『中』の シ ン ボ リズ ム に つ い て一 宇 宙 論 か らの ア プ ロ ー チ 」
シ ー プ ・ ス ミ ス
11.2.9
SheilaSMITH
115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本の民主主義一沖縄か らの挑戦」




(ハ ーバ ー ド大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)
「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化 または死化?」























11.9.7 宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)
「明治初期における朝鮮修信使の 日本見聞」
ジ ャ ン ー ノ エ ル ・A.ロ ベ ー ル
zz
11.10.12 Jean-No�A.ROBERT
(フ ラ ン ス ・パ リ 国 立 高 等研 究 院 教 授 ・日文研 客 員 教 授)
「二十一世紀の漢文一死語の将来一」
ヴラデ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド
VladislavNikanorovichGOREGLIAD
23






楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)
「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読 む一」










李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)
「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心に一」
ア ン ナ ・ マ り ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト
12.3.14
AnnaMariaTHRﾄNHARDT
127 (デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)
「皇室と日本赤十字社の始まり」








筌 ・欝(国 立全献 学校副鞭.眩 研客員助教授)丶
「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国」
ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド
KennethL.RICHARD
30
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅
サ ダキチ ・ハ ル トマ ン(1867-1944)と 倉場富 三郎(1871-1945)」



































13.4.10 李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)
「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」
エ ッ ケ ハ ル ト・ マ イ
39
13.5.8 EkkehardMAY







「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬 日と人民大
会堂一 」
13.7.10






ジ ョ ナ サ ンM オ ー ガ ス テ ンイ
JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外 来研 究員)
「聖人伝、高僧伝 と社会事業一 古代 日本、 ヨーロ ッパの高
僧 を中心 に一 」
ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン
13.10.9 AlexanderVOVIN
143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)
「日韓上代言語域:神 と国 と人 と」
GUANWenNa
13.11ユ3 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 『近親婚』と中国の 『同姓不婚』との
比較」
チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン
13ユ2ユ1
ChigusaKIMURA-STEVEN





































ア レク シア ボ ロ
14.7.9
AlexiaBORG


















ス ー ザ ンL,バ ー ン ズ
14.12.10 SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「問題化 された身体一明治時代 における医学と文化」










「隠逸山水に秘め られた 『近代』一富岡鉄斎 を読む一」
リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ
ユ5.3.11
RichardH.OKADA
159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)















162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)
「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」
ボ イ カ エ リト ツ ィ ゴ バ
15.7.8
BoykaElitTSIGOVA
163 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳をめ ぐって一」
イ ン ゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ
15.9.9
IngeMariaDANIELS























(2004) (韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「風流の東 アジアー美を生きる技法一」




(米国 ・メ リー ラ ン ド大 学 準 教 授 ・日文 研 外 国人 研 究 員)












(ロシア ・サ ンク トペ テル ブル グ大学助 教授 ・日文研 外 国人研 究 員)
「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」
16.9.14
ス コッ ト ノ ー ス
ScottNORTH
172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)
「セ ー ルス マ ンの 死:サ ー ビ ス残 業 ・湾 岸 戦 争 ・過 労 死 」
16.10.19
琶Yin
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)
「シ ャー マ ニ ズ ム か ら見 た 〈日本 的 な る もの 〉」
16.11.9
LEE靆
174 (韓国 高麗大学校 日語 日文学科教授 ・日文研外 国人研究員)
「明治期の外国人留学生 と文明開化」
ア レ クサ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー
16.12.14
AlexanderMarshallVESEY
175 (米国 ス トーンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」




(2005) (ニュージーラン ド オタゴ大学シニア ・レクチャラー ・日文研外国人研究員)
「国家主義者 としての三島由紀夫一戦後の原点」




(ス トック ホ ル ム 大 学 助 教 授 ・日文研 外 国 人 研 究 員)





(北京 日本学研究セ ンター専任講師 ・日文研外 国人研究員)
「アジアにおけるメディア文化の交通一 中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一」




(ア リ ゾ ナ大 学 助 教 授 ・日文 研 外 国 人研 究 員)





「韓 国 現 代 史 と 日本 につ い て一1973年 か ら1988年 ま で一 」
17.6.14
イアン ジェー ムズ マ ク マ レ ン
IanJamesMCMULLEN
181














184 (蔚山大学校人文大学日本語 日本学科教授 ・日文研究外来研究員)
「韓国から見た日本のお盆」
セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ
17.11.16
SergeyLAPTEV
185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)










(2006) (ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外国人研究員)
「女形の身体 を描 く一肉体表現と流光斎一」




サ ー レ アーデ ル ア ミ ン
18.3.14 SALEHAdelAmin
189 (カイロ大学文学部日本語学科専任講師 ・日文研外国人研究員)























「近代化 による農村 の変貌 とその捉 え方について 一中 日農村を比較 して 一」
ダ リ ア 冫 ユ バ ン バ リ ー テ
18.9.19
DaliaSVAMBARYTE
194 (リトアニア ビリニュス大学講師 ・日文研究外来研究員)
「オセアニアの島々のイメージ形成をめぐって」





○ は 報 告 書 既 刊






国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー




◎2006国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー


■ 日時
2006年7月11日(火)
午後2時 ～4時
■ 会場
キャ ンパスプラザ京都

